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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　流体が流れる測定パイプ（１）にクランプオン式流量測定装置を装着する装着装置であ
って、
　前記装着装置は、一つの自由端及びキャッチ手段（５）が装着される一端を有する留め
具（３）を設けた保持ストラップ（４）を有し、前記保持ストラップ（４）及び前記キャ
ッチ手段（５）が、前記保持ストラップ（４）がキャッチ手段（５）に貫通するように導
かれることによって、前記保持ストラップ（４）が測定パイプ（１）に固定されるように
、前記保持ストラップ(４)及びキャッチ手段（５）を作製し、前記測定パイプ（１）に巻
回された前記保持ストラップ（４）が、前記測定パイプ（１）にしっかりと引っ張られ、
キャッチ手段（５）に設けられたキャッチエレメントが、保持ストラップ（４）の留め具
（３）と相互作用し、且つこれによって保持ストラップ（４）が再び緩くならないことを
確保し、前記保持ストラップ（４）に装着され、クランプオン式流量測定装置が装着され
るネジロッド（１２）が設けられ、このネジロッド（１２）にねじ込まれるネジ手段によ
ってクランプオン式流量測定装置が測定パイプ（１）に装着可能であり、且つ前記保持ス
トラップ（４）が、ネジ手段がネジロッドにねじ込まれることによって完全に引っ張られ
、それによって、クランプオン式流量測定装置に作用し、測定パイプ（１）の一部が、キ
ャッチ手段（５）が測定パイプから持ち上げられるように支持部として設けられ、これに
よって前記クランプオン式流量測定装置が前記測定パイプ（１）に保持固定される、
装着装置において、
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　前記キャッチ手段（５）のレバー（１０）を上げることによって、前記保持ストラップ
（４）は、前記キャッチ手段（５）から再び引き抜かれ、
　前記キャッチ手段（５）は、左側から受け可能な下側の孔（６）を有しており、該孔（
６）には保持ストラップ（４）の一端が挿入され、留め機構（７）によってロックされ、
　前記キャッチ手段（５）は、さらに、前記孔（６）の上側に貫通孔（９）を有しており
、該貫通孔（９）においても前記留め機構（７）が作用し、前記貫通孔（９）の中に、前
記保持ストラップ（４）の他端が他方の側から挿入され、
　前記キャッチ手段（５）には、ネジロッド（１２）が設けられている
ことを特徴とする装着装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、流体が流れる測定チューブにクランプオン式流量測定装置を装着するため
の方法及びクランプオン式流量測定装置の装着のための装着装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来の装着装置は、キャリヤとしてクランプオン手段を流体が流れるパイプに装着する
ために、例えば付加的な装置として使用されるケーブルバインダからなる。流体が流れる
パイプに関して、クランプオン式超音波流量測定装置のようなクランプオン式流量測定装
置が、クランプオン手段として可能であるように、流体の流量を測定することが要求され
る。保持ストラップの捕捉として、キャッチ手段の捕捉要素が噛合する凹部に典型的な等
距離空間で、保持ストラップのノコギリ歯輪郭又は穿孔を設けるような種々の可能性があ
る。
【０００３】
　クランプオン式流量測定装置において、重要なことは、それらが、現存するパイプライ
ンに容易に装着することができることである。それゆえに、独立した流量測定装置を挿入
するために現存するパイプラインの一部を切り離す必要がない。これは、クランプオン式
流量測定装置を、用途の広いものにし、且つ簡単に使用することができるようにするもの
である。
【０００４】
　ケーブルバインダによって上述したようなクランプオン式流量測定装置をパイプに装着
する時に、装置の整合性及び装着が、複雑で且つ難しいという重要な問題点がある。この
作業が、一人の作業者によって実行されるべきものであるならば、「第３」の手が必要と
なる。言い換えると、測定装置は、困難な作業によって又はもう一人の作業者の手助けに
よって正しく整合させ且つ固定されることができる。不十分な整合性に加えて、それぞれ
の装置に必要な保持力が、全ての場合において常に確保されることができないこと、及び
プランプオン手段の取り外しが、ケーブルバインダの切断のみで可能であることが、プラ
ンプオン手段の装着にケーブルバインダを使用することにおける問題点である。
【特許文献１】特開２０００－４６６０７号公報
【特許文献２】特開２００３－７５２１９号公報
【特許文献３】特開２００３－２６２５４５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上述した問題の背景に対して、本願発明の目的は、流体が流れる測定パイプへのクラン
プオン式流量測定装置の装着方法と、測定パイプに正しく整合し且つ確実にクランプオン
式流量測定装置を装着するために、一人の作業者のみによっても容易に使用することがで
きる対応する装着装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
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　この目的は、装着装置によって、流体が流れる測定パイプに、クランプオン式流量測定
装置を装着する方法によって達成され、その方法において、前記装着装置が、一つの自由
端とキャッチ手段が装着される一端を有する留め具を有する保持ストラップを有し、前記
保持ストラップ及びキャッチ手段は、保持ストラップがキャッチ手段に導かれ通過し、測
定パイプの回りに回された保持ストラップをしっかりと引くことによって、保持ストラッ
プが測定パイプに固定されるように作製され、それぞれの装置に設けられた留め具エレメ
ントが、保持ストラップの留め具と相互に作用し、それによって、確実に保持ストラップ
をゆるまなくし、前記保持ストラップに装着され、前記クランプオン式流量測定装置が固
定される保持手段を設け、最初に、装着装置が、前記測定パイプに装着され、その後で、
クランプオン式流量測定装置が、前記保持ストラップが完全に張った状態ではないがそれ
への完全固定ではなく、保持手段に装着され、その後に、クランプオン式流量測定装置が
調整され、そして、前記クランプオン式流量測定装置が測定パイプに保持され且つ固定さ
れるように、測定パイプからキャッチ手段を持ち上げて保持ストラップを完全に引っ張る
ことによって、前記クランプオン流量測定装置を、前記保持手段に完全に装着するもので
ある。
【０００７】
　さらに、この発明の目的は、流体が流れる測定パイプに、クランプオン式流量測定装置
を装着するための装着装置によって実質的に達成される。この装着装置は、一つの自由端
と、キャッチ手段が装着される一端とを有する留め具を有する保持ストラップを有し、前
記保持ストラップ及びキャッチ手段は、保持ストラップがキャッチ手段に導かれ通過し、
測定パイプの回りに回された保持ストラップをしっかりと引くことによって、保持ストラ
ップが測定パイプに固定されるように作製され、それぞれの装置に設けられた留め具エレ
メントが、保持ストラップの留め具と相互に作用し、それによって、確実に保持ストラッ
プをゆるまないようにし、前記保持ストラップに装着され、前記クランプオン式流量測定
装置が固定されるネジロッドを設け、前記クランプオン式流量測定装置が、前記ネジロッ
ドにねじ込まれるネジ手段によって測定パイプに装着可能であり、且つ前記保持ストラッ
プが前記ネジロッドにねじ込まれるネジ手段によって完全に引っ張られ、それによって、
クランプオン式流量測定装置に作用し、測定パイプの一部が、前記キャッチ手段が測定パ
イプから持ち上げられるように支持部として設けられ、これによって、クランプオン式流
量測定装置が測定パイプに保持固定されるものである。
【０００８】
　本発明によれば、保持手段の保持ストラップは、装着するべき装置を測定パイプに、直
接にではなく保持ストラップに装着される保持装置によって固定する。このように、本発
明によれば、測定パイプへの保持ストラップの装着及び装着装置への装置の装着は、それ
ぞれ独立して行なうことができる。
【０００９】
　これは、これら２つの装着が、お互いに独立して操作され且つ固定されるという利点を
有し、直接それを固定することなしに、測定パイプに装置を装着することが可能となると
いう利点を有する。これは、第１段階で、装置が「緩く」測定パイプに装着されるので、
再び緩むことがないが、第２段階で、装置の整合をとり最終的にそれを固定するために測
定パイプに対して移動可能な状態を保持するので、その整合性は、想定パイプに固定され
、装置をけっして容易に移動できないようにすることができる。
【００１０】
　さらに、本願発明によれば、前記保持手段は、装置が保持手段に装着されるときに、保
持ストラップに張力が係るように作製される。これは、測定パイプの回りに回され、装置
が保持手段に装着される時に測定パイプにしっかりと固定される保持ストラップが、装着
装置及び測定パイプに結合される装置の最終的な固定が達成されるように、付加的な力、
特に張力を受けることを意味する。
【００１１】
　いろいろな種類のマウントが、保持手段として使用される。しかしながら、本願発明の
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好ましい発展例によれば、前記保持手段は、ロッド、好ましくはネジロッドである。ネジ
ロッドが保持手段として設けられる時には、本願発明の好ましい発展例によれば、前記装
置は、ネジロッドにねじ込まれたネジ手段によって測定パイプに装着されることが提供さ
れる。この点で、手動により動かされる又は道具により動かされるナットが有効であると
証明された。それらは、相対的に大きいベアリング表面を有し、それによってそれらは、
その装着のための装置で作用する。
【００１２】
　保持ストラップの張力は、種々の手段によって達成される。しかしながら、本願発明の
好ましい発展例によれば、保持ストラップを引っ張るために、前記ネジ手段は、その一部
に関して測定パイプが支持当接として意図される装置に作用する。これは、装着の間、特
に装置を測定パイプにネジ止めする間、ネジ手段のしっかりとしたねじ込みの過程で、前
記保持ストラップが、付加的に引っ張られるように、実質的に測定チューブの外側に持ち
上げられることを意味する。十分な引っ張りによって、前記測定パイプへの前記装置の最
終的なしっかりとした固定が達成される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下、この発明の実施例について図面により説明する。
【実施例１】
【００１４】
　図１は、クランプオン式の超音波流量測定装置を、測定パイプ１に装着するために使用
される本願発明の好ましい例に係る装着装置を示すものである。このように、前記測定パ
イプ１は、クランプオン流量測定装置が付属手段として装着されるべきキャリヤである。
ここで、クランプオン式超音波流量測定装置のハウジング２は、ここでは特に示されない
２つの超音波変換器のための受けとして又は同様にガイドとして使用されることが示され
る。
【００１５】
　前記測定パイプ１上の前記クランプオン式超音波流量測定装置のハウジング２は、下記
する段階において装着される。
【００１６】
　最初に、例えば図３及び図４からわかるように、留め具３を有する保持ストラップ４が
、保持ストラップ４の一端が一方の側から挿入されるように設けられるキャッチ手段５に
よって前記装着パイプ１に装着される。このキャッチ手段５について、これらの形状は、
キャッチ手段５の左側から受け可能であり、保持ストラップ４の一端が挿入され、留め機
構によって底にロックされる底孔部６を示している。他のものとの間の留め機構は、スプ
リング機構７と、実質的にＶ字型のリーフスプリング１６が頂部から作用するレバー８と
を有する。
【００１７】
　スプリング機構７は、前記キャッチ手段５において前記保持ストラップ４の所定の動き
を可能にし、他のものとの間で、これは、図２からわかるように、保持ストラップ４にお
いて、限定された隙間を有する留め具３が設けられるという事実について補償する。等し
い間隔の保持ストラップ４が、スロット２０を有し、その幅は該スロット同士の間隔２１
よりも小さい。この方法に於いて、保持ストラップ４の高い安定性が達成される。
【００１８】
　保持ストラップ４の他端は、測定パイプ１の回りに巻回され、他方の側から前記キャッ
チ手段５に挿入される。この目的のために、保持ストラップの他端が挿入される孔６の上
のキャッチ手段５は、同様に留め機構が作用する貫通孔９を有し、貫通孔９に挿入された
保持ストラップが締められた時に再び外れないように、特に図示されないキャッチエレメ
ントが配され、保持ストラップ４の留め具３に相互作用するもう一つのレバー１０が設け
られる。この目的のために、実質的にＶ字状のリーフスプリング１１が前記レバー１０に
頂部から押圧し、これによって保持ストラップ４のスロット２０の一つに噛合し、リーフ
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スプリング１１のスプリング力によってそこに保持されるキャッチエレメントに圧力がか
かる。
【００１９】
　この方法に於いて、キャッチ手段５は、保持ストラット４によって最初は、キャッチ手
段５が測定パイプ１から落下せず、長手方向及び垂直方法の両方に移動可能なように、単
に「緩く」装着される。
【００２０】
　装着されるクランプオン式超音波流量測定装置のハウジングのための保持手段として、
キャッチ手段５には、ネジロッド１２が設けられる。保持ストラップ４によって測定パイ
プ１に装着されるキャッチ手段５について、前記ネジロッド１２は、径方向外側に突出す
る。この点で前記ネジロッド１２によって、前記クランプオン式超音波流量測定装置のハ
ウジング２は、下記するように、測定パイプ１に装着される。
【００２１】
　前記ハウジング２は、孔１３を有し、それによって、ネジロッド１２に配され、測定パ
イプ１の外側の長手方向に設置される。測定パイプ１に前記ハウジング２を装着するため
に、前記ネジロッド１２にねじ込まれる刻み付ナット１４が設けられ、それによって、前
記ハウジング２の上部を圧する。この刻み付ナット１４は、最初にそこに装着されるハウ
ジング2と共に保持ストラップ４を有するキャッチ手段５が、測定パイプ１上を移動可能
なままである範囲にしっかりと装着され、垂直方法及び長手方向の両方において圧される
。この方法において、測定パイプ１へのハウジングの正しい整合は、ハウジング２が測定
パイプ１から落下する危険性なしに実行される。
【００２２】
　図１に示すように、測定パイプ１に装着されるハウジング２は、保持手段として認識さ
れないネジロッドを有し、且つ測定パイプ１に固定される保持ストラップ１７を有する第
２のキャッチ手段１５を有する。この点について、ネジロッドは、ハウジング２の上部の
第２の孔１８に取り付けられて、第２の刻み付ナット１４によってそこに保持される。
【００２３】
　第２の保持ストラップ１７が、同様に測定パイプ１の回りに配され、第２のキャッチ手
段１５に取り付けられた後で、最終的にハウジング２は、容易に移動できないように整合
され固定される。この固定は、保持ストラップ４，１７がキャッチ手段５，１５に取り付
けられる前に、しっかりと固定するために刻み付ナット１４，１９によって行われる。
【００２４】
　図５から概略的に理解されるように、わかりやすくするために、刻み付ナット及びハウ
ジングが省略されているが、刻み付ナットをしっかりと固定することによって、前記キャ
ッチ手段５は、保持ストラップ４の引っ張りを生じさせるための引っ張り力が全体的に付
加されるように持ち上げられ、これによって、最終的に測定パイプ１へのハウジング２の
しっかりとした取り付けを確保することができる。
【００２５】
　前記クランプオン式超音波流量測定装置を装着する容易さに加えて、本発明の好ましい
例によれば、簡単な脱着を確保することができる。キャッチ手段５のレバー１０又は第２
のキャッチ手段１５について示されていない対応するレバーを上げることによって、保持
ストラップ４，１７は、キャッチ手段５，１５から再び引き抜かれる。正確には同様な方
法において、それぞれの保持ストラップ４，１７は、それぞれのキャッチ手段５，１５か
ら、キャッチ手段５のレバー８又は第２のキャッチ手段１５について図示されない対応す
るレバーを上げることによって、取り外すことが可能である。このように、クランプオン
式超音波流量測定装置は、例えばメンテナンスを目的として、装着装置を破壊することな
しに、測定パイプ１から取り外すことができる。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】クランプオン式流量測定装置に使用される本願発明の好ましい例に係る装着装置
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を示すものである。
【図２】本願発明の好ましい例に係る装着装置の保持ストラップを詳細に示すものである
。
【図３】本願発明の好ましい例に係る装着装置のキャッチ手段の断面を示すものである。
【図４】本願発明の好ましい例に係るキャッチ手段の断面を示すものである。
【図５】本願発明の好ましい例に係る装着装置の装着原理を示すものである。
【符号の説明】
【００２７】
　１　測定パイプ
　２　ハウジング
　３　留め具
　４　保持ストラップ
　５　キャッチ手段
　１２　ネジロッド

【図１】 【図２】

【図３】
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